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-------------------------------------------------------------------------------- 

【要 約】ダイコンの１粒播種栽培においては，品種により粒径 2.0mm 未満または 2.1mm 以

下の小さい粒径の種子を取り除くことで苗立ち率が高くなる。 

-------------------------------------------------------------------------------- 

【目 的】 

 ダイコン栽培では欠株の発生を防ぐため，１穴に数粒の種子が播種されるが，発芽後の間

引き作業が負担になっている。１穴１粒の播種で苗立数が確保できれば間引き作業は不要

になり，省力化に貢献することができる。既に前報で，種子サイズやマルチの種類が苗立ち

率に影響を与えることを明らかにした。そこで，都内で栽培されている主要品種を対象とし

て苗立ち率や生育に及ぼす影響を明らかにし，１粒播種技術確立のための資料とする。 

【方 法】 

「夏つかさ快」以下６品種の種子を粒径に基づいて３～４つのサイズに区分し，2016年８

月31日にマルチを敷設したベッドに１粒ずつ播種した。種子サイズはⅠ：粒径３～2.5mm，

Ⅱ：2.5～2.1mm，Ⅲ：2.1～2.0mm，Ⅳ：2.0mm未満の４区分とし，マルチは「チョーハンシ

ャ， KOマルチブラック（以下，黒）」の２種類を用いた。播種後２週間目に苗立ち率の調

査を行い，栽植距離15cm×45cm，２条の条件で栽培後，11月８日に収穫し，種子サイズおよ

びマルチの種類が苗立ち率や生育に及ぼす影響について調査した。 

【成果の概要】 

１．ダイコンの間引き作業に要する時間は，4,800株/10ａの栽植密度の場合，子葉期の場合

で約10時間，６～７葉期で26時間となる（図１）。 

２．ダイコン５品種を粒径別に分別したところ，品種によりサイズ構成が異なり，「夏つか

さ快，献夏37」は種子が大きく，「YR夏蛍」は小さかった（図２）。 

３．「夏つかさ快，YR夏大慶，YR夏蛍，冬自慢」では種子サイズが苗立ち率に影響を及ぼし，

粒径2.0mm未満または2.1mm以下で苗立ち率が低下した（表１）。一方，「献夏37，三太郎」

ではサイズの影響はみられなかった。また，「YR夏大慶，冬自慢」ではマルチの種類が苗

立ち率に影響を及ぼし，黒マルチよりも「チョーハンシャ」で苗立ち率が高かった。 

４．各品種の収穫期の生育をみると「YR夏大慶，YR夏蛍，献夏37，三太郎」では種子サイズ

が根長，根重，葉長，葉重などに，また，マルチの種類が根径に影響を与えた（表１）。

前報における「夏つかさ，福誉」と同様の結果となった。 

５．以上の結果から，種子サイズが苗立ち率に影響する品種は，前報の「夏つかさ」に加え

て「夏つかさ快，YR夏大慶，YR夏つかさ，冬自慢，三太郎」で，前報の「福誉」および「献

夏37，三太郎」ではみられない。また，「YR夏大慶，冬自慢」ではマルチの種類が苗立ち

率に影響する。さらに，種子サイズはダイコンの生育にも影響を与える。 

６．まとめ：品種により種子サイズが苗立ち率に影響するので，当該品種では粒径2.0mm未

満または2.1mm以下の小さい種子を取り除くことが必要である。 



 


